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（

（
毛
利
輝
元
） 

 

（
元
良
） 

（
毛
利
秀
就
） 

（

（
就
尚
） 

史
料
１ 

毛
利
輝
元
加
冠
状
（
井
原
家
文
書
８
） 

加
冠 

 
 
 
 

元 

 

慶
長
拾
四
年
正
月
二
日 

 

（
花
押
） 

 

井
原
与
三
郎
と
の
へ 

 

史
料
２ 

毛
利
秀
就
加
冠
状
（
井
原
家
文
書
１
）  

加
冠 

 

 

寛
永
九
年
五
月
三
日 

 

（
花
押
）  

井
原
七
之
介
と
の
へ 

  

●
解
説 

武
家
の
男
子
が
、
元
服
（
成
人
）
す
る
と
き
、
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
、
冠
）
を
か
ぶ
り
ま
す
。
そ
の
さ
い
、
親
に
か
わ
っ

て
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
る
人
を
烏
帽
子
親
と
い
い
、
多
く
は
親
戚
の
な
か
か
ら
、
将
来
を
託
せ
る
有
力
者
に
頼
ん
で

い
た
よ
う
で
す
。 

史
料
１
は
、
慶
長
十
四
年
（
一
六
〇
九
）
毛
利
輝
元
（
宗
瑞
）
が
烏
帽
子
親
と
し
て
、
井
原
元
良
に
烏
帽
子
を
か
ぶ

ら
せ
、
諱
（
い
み
な
）
の
一
字
で
あ
る
「
元
」
の
字
を
与
え
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
輝
元
が
直
々

に
烏
帽
子
を
か
ぶ
ら
せ
た
の
か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

史
料
２
は
、
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
毛
利
秀
就
が
井
原
就
尚
の
元
服
に
際
し
て
発
給
し
た
も
の
で
す
。 

毛
利
輝
元
・
秀
就
は
、
末
端
の
家
臣
ま
で
こ
う
し
た
判
物
を
発
給
し
て
い
ま
し
た
。
毛
利
家
当
主
が
、
個
々
の
家

臣
に
て
い
ね
い
に
対
応
す
る
こ
と
は
、
一
対
一
の
主
従
関
係
を
緊
密
に
す
る
意
味
が
あ
り
、
ま
た
家
臣
に
と
っ
て
も

名
誉
な
こ
と
だ
っ
た
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 ●
注
目 

輝
元
お
よ
び
秀
就
の
花
押
と
、
宛
所
の
井
原
与
三
郎
・
七
之
介
の
位
置
関
係
に
気
づ
か
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

史
料
２
は
、
藩
主
秀
就
の
花
押
が
、
宛
所
よ
り
露
骨
に
上
位
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
、
秀
就
が
毛
利
家
当
主
あ

る
い
は
萩
藩
主
と
し
て
自
信
を
深
め
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 
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（
元
歳
） 

 史
料
３ 

毛
利
輝
元･

秀
就
連
署
安
堵
状
（
井
原
家
文
書
４
） 

 

父
孫
左
衛
門
尉
知
行
、
防
州
佐
波
郡 

徳
地
之
内
五
百
弐
拾
五
石
壱
斗
、
同
吉
敷 

郡
秋
穂
村
之
内
百
九
拾
石
六
斗
五
升
五
合
、 

同
郡
小
鯖
庄
之
内
六
拾
六
石
四
斗
七
升
八
合
、 

合
七
百
八
拾
弐
石
弐
斗
三
升
余
之
地
之
事
、 

譲
与
之
通
聞
届
畢
、
全
令
領
知 

役
儀
無
緩
可
抽
奉
公
之
忠
者
也
、 

仍
一
行
如
件 

（
毛
利
輝
元
） 

元
和
八
年
十
月
廿
八
日
（
花
押
） 

 

（
毛
利
秀
就
） 

（
花
押
） 

 

（
元
良
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
原
与
三
郎
と
の
へ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
大
意 

元
和
八
年
（
一
六
二
二
）、
父
孫
左
衛
門
尉
元
歳
が
知
行
七
八
二
石
余
（
徳
地
・
秋
穂
・
小
鯖
で
）
を
、
嫡
子
与
三
郎
元

良
に
譲
与
す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。
元
良
は
、
そ
れ
ら
を
「
領
知
」（
支
配
）
し
、「
役
儀
」（
軍
役
・
家
中
役
）
を
「
無

緩
」（
ゆ
る
が
せ
な
く
）
務
め
、「
奉
公
の
忠
を
抽
き
ん
ず
べ
き
も
の
な
り
」（「
家
臣
と
し
て
奉
公
に
励
み
な
さ
い
」）。 

 ●
解
説 

こ
の
安
堵
状
の
書
止
文
言
は
、「
仍
一
行
如
件
」（
い
っ
こ
う<

い
ち
ぎ
ょ
う>

く
だ
ん
の
ご
と
し
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毛
利
家
は
、
知
行
の
宛
行
（
あ
て
が
い
）
や
家
督
相
続
の
安
堵
な
ど
の
判
物
に
は
、
こ
の
「
一
行
如
件
」
を
用
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
判
物
を
「
一
行
」
と
も
呼
ん
で
い
て
、
毛
利
家
当
主
の
最
終
的
な
決
定
を
示
す
も
の
で
し
た
。
家
臣

に
と
っ
て
は
、
揺
る
ぎ
な
い
お
墨
付
き
で
あ
り
、
重
要
な
証
拠
文
書
と
し
て
大
切
に
さ
れ
ま
し
た
。 

 

●
注
目 

―
井
原
元
歳
と
は
― 

慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
か
ら
十
八
年
に
か
け
て
当
職
を
務
め
、
財
政
や
領
内
支
配
の
確
立
に
尽
力
し
、
毛
利
輝

元
・
秀
就
父
子
の
信
任
が
厚
い
人
物
で
し
た
。
史
料
３
は
、
隠
居
す
る
輝
元
の
家
老
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
家
督
を
元
良
へ
譲
与
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。
な
お
元
歳
に
は
、
別
途
八
〇
〇
石
が
宛
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
秀
就
女
登
佐
子
と
松
平
越
後
守
光
長
（
越
後
国
高
田
藩
主
）
の
婚
姻
の
際
、
裏
年
寄
に
任
じ
ら
れ
、
江
戸

詰
に
な
り
ま
し
た
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
こ
と
で
す
。
こ
の
と
き
、
元
歳
に
は
心
配
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
二
年
前
に
二
五
歳
で
早
世
し
た
元
良
の
遺
し
た
就
俊
・
就
尚
兄
弟
（
元
歳
の
孫
）
の
行
く
末
で
し
た
。
元
歳
は
、

自
身
の
知
行
八
〇
〇
石
を
兄
就
俊
に
譲
り
、
就
俊
の
知
行
五
〇
〇
石
を
弟
就
尚
へ
譲
ら
せ
た
い
と
、
藩
に
願
い
出
ま

し
た
。
そ
の
と
き
発
給
さ
れ
た
判
物
が
、
史
料
４
で
す
。
理
由
は
不
明
で
す
が
、
七
八
〇
石
余
の
知
行
は
、
寛
永
二

年
に
五
〇
〇
石
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 
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（
元
歳
） 

 

（
就
俊
） 

 

（
就
尚
） 

（
国
元
加
判
役
益
田
就
宣
） 

（
国
元
加
判
役
毛
利
就
頼
） 

（
国
元
加
判
役
毛
利
就
宣
） 

（
当
職
堅
田
就
政
） 

史
料
４ 

毛
利
秀
就
安
堵
状
（
井
原
家
文
書
12
） 

（
就
俊
） 

兄
清
吉
知
行
五
百
石
之
事
、 

 
 
 
 

 

対
其
方
宛
行
畢
、
全
令
領 

知
可
抽
奉
公
之
忠
者
也
、
仍
一 

行
如
件 

（
毛
利
秀
就
） 

 

寛
永
八
年
卯
月
五
日
（
花
押
） 

 

（
就
尚
） 

 
 
 
 
 
 
 

井
原
新
発
知
と
の
へ 

 

●
大
意 

兄
就
俊
の
知
行
五
〇
〇
石
を
そ
の
方
へ
宛
行
っ
た
。
そ
れ
ら
を
「
領
知
」（
支
配
）
し
、
奉
公
に
励
み
な
さ
い
。 

 

●
解
説 

 

史
料
２
と
史
料
４
は
、
井
原
就
尚
を
宛
所
と
す
る
判
物
で
す
が
、
元
服
前
に
知
行
安
堵
の
「
一
行
」
が
発
給
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

祖
父
の
元
歳
（
伯
耆
守
）
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
に
七
五
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
ま
で
二
五
年

の
長
き
に
わ
た
り
裏
年
寄
を
務
め
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
信
頼
が
厚
か
っ
た
の
で
し
ょ
う 

寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
に
、
孫
二
人
は
知
行
安
堵
の
「
一
行
」
を
拝
領
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
次
の
奉
書

が
あ
る
よ
う
に
（
毛
利
家
文
庫 

譜
録
い
‐
６５
「
譜
録 

井
原
彦
右
衛
門
家
」）、
元
歳
の
死
後
、
兄
就
俊
八
〇
〇
石
、
弟
就

尚
五
〇
〇
石
の
相
続
が
安
堵
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
の
秀
就
の
「
一
行
」
は
、
元
歳

の
願
い
に
対
し
て
、
藩
主
が
見
せ
た
最
大
限
の
誠
意
と
評
価
で
き
る
で
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
原
伯
耆
守
知
行
八
百
石
之
事
、
井
原
彦
右
衛
門
江
被
遣
、
彦
右
衛
門
持
来
候
五
百
石
之
知
行
弟
勘
兵
衛
ニ
可
被 

宛
行
之
通
、
秀
就
様
御
判
物
之
写
被
差
上
候
、
則
被
成
上
覧
、
伯
耆
守
跡
目
知
行
相
続
之
儀
如
御
先
判
相
違
有
間 

敷
之
旨
被
仰
出
候
、
此
段
彦
右
衛
門
・
勘
兵
衛
江
可
被
申
渡
候
、
恐
々
謹
言 

（
明
暦
元
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（
当
役
椙
杜
就
幸
） 

 

乙
未 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

椙
森
兵
庫 

十
二
月
三
日 

 
 

  
 
 
 
 

名
乗
判 

 

（
江
戸
加
判
役
児
玉
元
恒
） 

児
玉
淡
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

名
乗
判 

 

毛 

宮
内
少
輔
殿 

毛 

隠
岐
守
殿 

益 

越
中
守
殿        

堅
田
安
房
守
殿         
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（
得
） 

（
知 

） 

史
料
５ 

毛
利
輝
元
安
堵
状
（
井
原
家
文
書
６
） 

粟
屋
勘
右
衛
門
尉
知
行
百
参
拾
石 

余
地
之
事
、
役
目
不
相
成
付
而
其
方 

買
徳
之
通
聞
届
畢
、
全
令
領
地 

役
目
等
不
可
有
緩
者
也
、
仍
一
行 

如
件 慶

長
十
八
年
正
月
十
一
日 

（
毛
利
輝
元
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
花
押
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔
井
原
孫
〕（
元
歳
） 

 
 
 
 

〔
へ
〕 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ 
 
 

］
左
衛
門
尉
と
の
□ 

 

●
大
意 

粟
屋
の
知
行
一
三
〇
石
余
に
つ
い
て
、「
役
目
」（
軍
役
・
家
中
役
）
が
務
め
ら
れ
な
い
の
で
、
井
原
元
歳
が
買
得
し

た
こ
と
を
了
承
し
た
。
井
原
は
買
得
し
た
知
行
を
領
知
（
支
配
）
し
、
役
目
を
緩
が
せ
な
く
務
め
な
さ
い
。 

 ●
解
説 

萩
藩
で
は
、
藩
主
家
の
了
承
の
も
と
で
家
臣
同
士
の
知
行
の
売
買
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
次
の
史
料
６
に
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
幕
府
は
、
し
ば
し
ば
諸
大
名
に
対
し
て
普
請
役
を
課
し
ま
し
た
。
近
世
初
期
に
は
、
江
戸
城
・

駿
府
城
・
大
坂
城
な
ど
の
普
請
が
続
き
ま
し
た
。
大
名
に
課
さ
れ
た
普
請
役
に
は
、
当
然
、
家
臣
が
動
員
さ
れ
ま
し

た
。
各
家
臣
は
命
じ
ら
れ
た
普
請
に
出
向
い
て
、
そ
の
務
め
を
果
た
す
の
で
す
が
、
現
場
ま
で
の
旅
費
や
普
請
費
用

な
ど
も
負
担
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

宛
行
わ
れ
た
知
行
の
物
成
、
つ
ま
り
知
行
所
か
ら
の
年
貢
収
入
だ
け
で
は
不
足
し
た
と
み
ら
れ
、
家
臣
の
相
当
数

が
困
窮
し
て
い
た
よ
う
で
す
。 
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史
料
６ 

毛
利
秀
就
青
印
状
（
井
原
家
文
書
５
） 

（
端
裏
捻
封
ウ
ワ
書
） 

 
 
 

（
元
歳
） 

「（
墨
引
） 

 
 

井
原
孫
左
衛
門
尉
殿 

」 
 来

年
大
坂
御
普
請
ニ
付
而
、
借
シ 

銀
之
外
手
前
不
相
成
衆
之
儀
、 

組
頭
請
懸
借
候
て
、
役
儀
可
相 

調
候
、
然
上
者
、
其
者
身
上
如
何 

躰
之
儀
候
て
相
遣
候
共
、
そ
れ
〳
〵 

知
行
物
成
之
内
を
以
可
調
遣
候
条
、 

得
其
意
、
気
遣
候
而
可
遣
之
候
也 

 
 

 元
和
五 

 
 
 
 

（
印
文
秀
就
） 

 
 
 

十
二
月
十
三
日
（
青
印
） 

 

●
大
意 

来
年
の
大
坂
普
請
に
つ
い
て
、
藩
の
貸
し
銀
の
ほ
か
に
自
身
で
費
用
を
捻
出
で
き
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
組
頭
が

保
証
人
と
な
っ
て
借
銀
し
て
大
坂
普
請
を
務
め
る
よ
う
に
せ
よ
。
そ
の
う
え
で
「
身
上
」（
暮
ら
し
向
き
、
所
帯
）
が
「
相

違
」
つ
ま
り
借
金
で
困
窮
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
知
行
物
成
か
ら
借
銀
を
返
済
す
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に

心
得
て
、
対
処
し
な
さ
い
。 

※ 

請
懸
（
う
け
か
か
る
） 

引
き
受
け
る
。
保
証
人
に
な
る
。 

 

●
解
説 

 

普
請
役
は
藩
の
財
政
を
圧
迫
し
、
動
員
さ
れ
る
家
臣
も
同
様
で
し
た
。
藩
の
融
資
や
組
頭
を
保
証
人
と
す
る
借
銀

を
し
て
も
、
な
お
立
ち
ゆ
か
ず
、
自
身
の
知
行
を
売
却
す
る
と
い
う
、
史
料
５
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

 

近
世
は
石
高
制
の
社
会
と
も
い
わ
れ
、
武
士
の
序
列
は
、
基
本
的
に
は
知
行
高
で
決
ま
り
ま
し
た
。
主
君
に
対
す

る
奉
公
（
軍
役
・
家
中
役
）
も
、
知
行
高
に
応
じ
て
務
め
る
義
務
が
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、
知
行
で
や
り
く
り
す
べ
き

で
す
が
、
そ
れ
で
は
家
臣
が
堪
え
ら
れ
な
い
現
実
が
あ
り
、
藩
が
手
を
差
し
の
べ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

●
注
目 

―
青
印
― 

画
像
で
は
、
わ
か
り
づ
ら
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
秀
就
の
青
印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。
秀
就
が
用
い
た
青
墨
の

色
は
、
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル
ー
が
一
番
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
経
年
変
化
で
色
褪
せ
し
た
も
の
や
、
墨
印
（
黒
印
）
に

見
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
後
者
は
、
元
々
墨
印
だ
っ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。 

 

宛
所
「
井
原
孫
左
衛
門
尉
」
は
、
端
裏
（
は
し
う
ら
）
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
み
に
、
い
わ
ゆ
る
一
紙
物
の
文
書

の
右
端
を
「
端
」、
左
端
を
「
奥
」
と
呼
び
ま
す
。
こ
の
青
印
状
は
、
奥
か
ら
内
側
に
折
り
進
ん
だ
あ
と
、
端
裏
に
宛

所
を
書
い
て
い
ま
す
。 


